


支援と、間接的であるが地域全体を豊かにしていくようなネットワークづくりを試みて

いる。 

 

１ 介 の  

  要介護 4・5の認定者を在宅で介護する低所得（市民税非課税）世帯に対して、介護

用品券（月額 5 千円）を配布している。養護者は、地域内の薬局・薬店で紙おむつや

尿取りパット、ドライシャンプーなど 5 つの品物の中から必要な物を介護用品券と交

換することができる。 

この介護用品券の配布は、1 万円分（5 千円×2 カ月分）を民生委員が自宅を訪問し

て直接手渡しで行っている。 

［民生委員が手渡しする意味］ 

①低所得で重度要介護者を抱えて介護負担が大きいと思われる家庭へ民生委員が訪

問するきっかけづくりになり、生活状況の把握ができる。 

②守秘義務のある民生委員が相手であれば、介護者は自身の健康不安や介護のストレ

スについて話したり、相談したりすることができる（地域内孤立の防止）。 

③虐待の早期発見や福祉ニーズの必要な家庭の早期発見に役立つ。 

 

あんしんネームの  

徘徊のある認知症高齢者を養護者だけが始終見守るのは困難なことから、本人の特

徴や過去の職業、かかりつけ医等を記入した登録用紙と共に顔写真を提出してもらい、

ふくし総合支援室と警察署生活安全課で情報共有を行っている。 

また、認知症高齢者自身には名刺型の「あんしんネーム」（本人氏名と家族連絡先，

ふくし総合支援室連絡先が書かれたもの）を 10枚無料配布して外出時には所持しても

らうことで、道に迷ったり店舗で困っていたりした場合は、早期に家族へ連絡を入れ

て安全確保を行うことができるように取り組んでいる。 

 

（３ 介 会の   

男性介護者は孤立しがちであり、 

介護者交流会の参加も消極的である 

ことから、「勉強会」の名目で男性介 

護者と今後介護をする可能性のある 

男性を対象とした交流事業を行って 

いる。 

 

 

 

 

４ び る 談の実  

養護者がいつでも相談できる電話を開設している。土日・夜間であっても必要に応じ

て社会福祉士・保健師・主任ケアマネジャーなどが相談を受け、内容によってケアマネ

ジャーの紹介や介護施設へ緊急ショートステイの予約を行ったり、後日、状況に応じて

訪問などを行っている。 

また、ケアマネジャーのチェックにより養護者の「介護疲れがひどい」「不眠が続い

ている」「家庭や地域内で孤立」と確認された世帯をふくし総合支援室の社会福祉士や

保健師、看護師が訪問して、介護負担を軽減するための提案や特別障害者手当受給の
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